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photo 　最終８区の赤石晃介選手。「すごいプレッシャー。夢中で走った」（大会後のインタビュー）

● Pick  Up Topics

高校生相互ホームステイ
県民駅伝
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　ホームステイの受け入れ経験があ
る方から話を聞いていたので、受け
入れに戸惑いはありませんでした。
　子どもたちは日本語がとても上手
で、楽しく話ができました。
　夜は近所の人たちも集まって一緒
にバーベキューをしました。でも、
ゆっくり話せなかったので少し心残
り。また機会があったら料理を一緒
に作ったり、いろんな話をしたいで
すね。
　夏樹はホームステイを経験し、物
おじしなくなったような、大人に
なったように見えます。
　わたし自身も韓国への興味が増
し、実際に行ってみたくなりました
ね。

　ホームステイのパートナーから、い
ろんなところに連れていってもらって
楽しかったです。
　韓国語があまりわからないまま行っ
たので英語でやりとり。韓国語はもち
ろん、英語の勉強の必要性を強く感じ
ました。メールも翻訳ソフトを使った
ものなので、もっと言葉がわかれば心
が通じ合うのに…と思いました。
　他市町村の友だちからは「なかなか
できる体験じゃない」とうらやましが
られました。

　

異
文
化
体
験
に
よ
り
国
際
感
覚
を

持
っ
た
人
材
の
育
成
を
目
指
す
、
高
校

生
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
交
流
事
業
。
六
ヶ
所

村
と
韓
国
ヤ
ン
ヤ
ン
郡
が
交
流
を
開
始

し
た
平
成
11
年
に
始
ま
り
、
今
年
で
11

回
目
を
数
え
た
。（
13
年
度
は
事
情
に

よ
り
中
止
）。

　

今
年
は
村
の
高
校
生
４
人
を
派
遣

し
、ヤ
ン
ヤ
ン
郡
か
ら
は
12
人
が
来
村
。

　

高
校
生
た
ち
は
、
互
い
の
国
の
文
化

に
ふ
れ
、
交
流
を
深
め
合
っ
た
。

■
派
遣
（
７
月
23
日
～
28
日
）

　

仁
川
空
港
到
着
後
、
生
徒
た
ち
は
バ

ス
で
移
動
、
夜
遅
く
に
ヤ
ン
ヤ
ン
郡
に

到
着
し
た
。
す
ぐ
に
始
ま
っ
た
対
面
式

で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
パ
ー
ト
ナ
ー（
以
下
、

パ
ー
ト
ナ
ー
）
と
対
面
。「
韓
国
語
が

あ
ま
り
話
せ
な
い
の
に
、
大
丈
夫
か
な

…
」。
４
人
の
不
安
が
吹
き
飛
ぶ
ほ
ど

の
歓
迎
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
へ
。

　

次
の
日
は
、
同
じ
く
サ
ッ
カ
ー
交
流

の
た
め
ヤ
ン
ヤ
ン
郡
を
訪
れ
て
い
た

六
ヶ
所
Ｆ
Ｃ
の
試
合
観
戦
。
午
後
は
、

ヤ
ン
ヤ
ン
郡
の
景
勝
地
「
ハ
ジ
ョ
デ
」

と
遺
跡
博
物
館
の
見
学
。
夜
は
ヤ
ン
ヤ

ン
郡
主
催
の
歓
迎
会
で
、〝
韓
国
式
〟

の
熱
い
も
て
な
し
を
受
け
た
。

　

フ
リ
ー
の
日
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
街

へ
出
た
り
、
海
で
遊
ん
だ
り
と
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
た
４
人
。「
も
っ
と
話

す
時
間
が
ほ
し
か
っ
た
」
と
話
し
た
ほ

ど
、
充
実
し
た
時
間
だ
っ
た
よ
う
。

　

ヤ
ン
ヤ
ン
郡
４
日
目
、
出
発
の
日
。

ヤ
ン
ヤ
ン
郡
庁
で
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

へ
お
礼
を
伝
え
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
は
再

会
を
誓
っ
た
。

■
受
け
入
れ
（
８
月
６
日
～
９
日
）

　
「
よ
う
こ
そ
青
森
へ
！
」。
青
森
空
港

到
着
ロ
ビ
ー
で
ヤ
ン
ヤ
ン
郡
の
生
徒
た

ち
を
歓
迎
し
た
４
人
。
９
日
ぶ
り
の
再

会
に
あ
ふ
れ
る
笑
顔
。
夜
は
み
ん
な
で

ね
ぶ
た
祭
り
を
楽
し
ん
だ
。

　

次
の
日
は
、
六
ヶ
所
高
校
の
見
学

や
郷
土
館
で
勾
玉
ネ
ッ
ク
レ
ス
づ
く

り
。
茶
道
も
体
験
。
ヤ
ン
ヤ
ン
郡
の
生

徒
た
ち
は
３
日
目
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
水
族
館
へ
出
か
け
た

高
校
生
相
互
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
報
告

１_ ヤンヤン郡での歓迎会。すっかり打ち解けたようすの生徒たち　2_ 村スワ
ニーでヤンヤン郡の生徒たちは茶道を体験した　3_ 日本のホストファミリーに見
送られるヤンヤン郡の生徒たち　4_ ヤンヤン郡の観光地洛

ナ ク サ ン サ

山寺で

Voice
❷

受け入れ家族

「またぜひ受け入れたい」

　ホームスティの魅力は、観光旅行で
は味わえないその土地の生活を実際に
体験できるということに尽きます。
　感性が鋭い若いうちの経験は、将
来の可能性も広げるし、外国人の友
人もできて一石二鳥です。
　しかし、参加には保護者の皆さん
のバックアップが必要です。受け入
れをためらう親御さんがいると聞き
ますが、日本の文化を体験してもら
うことがホームスティの目的。特別
なもてなしは必要なく、自分の子ど
もと同じように普通に接してくださ
い。みんなで居間にせんべい布団の
雑魚寝でも大丈夫。おもてなしの心
で接すればおのずと気持ちは通じる
はずです。

橋本夏樹さん

三沢商業高校 1 年

「韓国語だけじゃなく、英語の必要性も感じた」

　ヤンヤン郡の生徒たちが積極的に明
るく話しかけてくれたので、楽しく話
ができました。
　ホームステイ先のパートナーがヤン
ヤン郡の観光名所に連れて行ってくれ
たり、寝る前も音楽の話やテレビの話
で盛り上がりました。
　ホームステイの受け入れができなく
て参加をあきらめた人たちもいます
が、普通のもてなしで充分だと思いま
す。来年もぜひ参加できたらいいです。

髙坂菜美さん

六ヶ所高校 1 年

「明るいパートナーたちと楽しい時間過ごした」

　韓国語ができないので不安だったけ
ど、ジェスチャーとかでコミュニケー
ション。みんな優しくしてくれました。
　もともと海外に興味があったので、
今回のホームステイはお母さんに頼ん
で参加しました。
　ホームステイ先では家族の一員にな
れたような感覚。温かくもてなしてく
れました。
　今回の体験で、より海外に興味を持
つようになりました。

舘花侑甫さん

六ヶ所高校 1 年

「家族の一員のような感覚。より海外に興味」

　高校に入る前からホームステイがあ
ることを知っていて、絶対行きたいと
思っていました。韓国の文化にも興味
があったので、韓国での日常生活が体
験できてうれしかったです。
　ヤンヤン郡の生徒たちが家に来たと
きは、水族館などに連れて行きました。
彼らとの交流をお母さんもとても楽し
んでいたようです。
　また、今すぐにでも行きたいと思う
ほど。参加できて本当によかったです。

柏葉美咲さん

六ヶ所高校 1 年

「ヤンヤン郡生徒の受け入れ、家族も楽しんだ」

り
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
た
り
と
、
家

族
ぐ
る
み
の
交
流
を
楽
し
ん
だ
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流
の
久
慈
惠
司
団
長

（
六
ヶ
所
高
教
頭
）
は
「
生
徒
た
ち
は
体

験
後
、
積
極
性
が
出
て
き
て
頼
も
し
く
感

じ
る
。
こ
う
い
う
交
流
が
で
き
る
の
は
、

村
と
ヤ
ン
ヤ
ン
郡
と
の
友
好
関
係
の
積
み

重
ね
が
あ
る
か
ら
こ
そ
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

体
験
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
経
験
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

　

相
互
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
生
活
を
共
に

し
、
理
解
を
深
め
合
っ
た
生
徒
た
ち
。

終
始
笑
顔
で
話
す
４
人
の
顔
が
、
そ
の

充
実
ぶ
り
を
う
か
が
わ
せ
た
。

Voice
❶

ホームステイ
事業担当者

橋本由美さん
夏樹さんの保護者

Voice
❸

派遣生徒

野坂純子課長補佐
国際交流課

「保護者のバックアップ必要」

相
互
理
解
深
め
、
友
情
は
ぐ
く
ん
だ

2

13

4

Pick 
Up
Topics

　交流をもっと、ずっと、これからも。

ヤンヤン郡
高校生相互

ホームステイ
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六ヶ所トピックス

安定した強さで地区優勝
六ヶ所 FC が県少年サッカー大会出場へ

　第 42 回青森県少年サッカー大会上北・下北地区予選会が 8
月 21 日に開かれ、六ヶ所 FC（中村憲光監督、部員 43 人）が
見事地区優勝を果たしました。
　12 チームが出場した大会は総あたりのリーグ戦形式で試合
が行われました。昨年の県新人大会で優勝した六ヶ所 FC は、
安定した強さを見せ 10 勝 1 分の成績で県大会への切符を手に
しました。中村監督は「地区大会では、負けられないというプ
レッシャーに負けずそこそこの成績を残した。本戦（県大会）
での目標は決勝進出。最後の県大会になるので、悔いが残らな
いよう臨んでほしい」と話していました。
　県大会（9 月 26 日～）は県内 8 地区の上位 4 チーム、計 32
チームがトーナメント形式で熱戦を繰り広げます。相手と競り合いロングシュートを放つ木村烈くん（対六戸ＦＣ戦）

村内７チームが野球で交流
村長旗争奪町内対抗野球大会

　第 33 回六ヶ所村長旗争奪町内対抗野球大会が 8 月 16 日、
大石総合運動公園で開かれました。
　同大会は村体育協会の主催で毎年 8 月 16 日に開催。今年は
泊、尾駮 A・B、二又、平沼、倉内、千歳平の 7 チームが出場。
試合は 4 回までのトーナメント形式で行われました。
　出場したのは、日ごろ朝野球などで慣らした選手やこの日の
ために駆り出された選手などさまざま。18 歳から 71 歳までの
参加者約 100 人が試合でさわやかな汗を流しました。
　決勝は尾駮 A と尾駮 B の対戦。尾駮 A が緊迫した投手戦を
制し 2-1 で 2 連覇を果たしました。

〈結果は次のとおり〉
優勝　尾駮 A チーム（橋本篤哉監督）
準優勝　尾駮 B チーム（田村俊之監督）力投する参加者最高齢の橋本勲さん（平沼―千歳平戦）

世界初蓄電池風力発電が竣工
二又風力㈱施設完成記念式典

　六ヶ所村二又風力発電所の竣工式が 8 月 26 日、二又風力開
発㈱管理事務所で行われました。
　同所ではすでに 2008 年 5 月から世界初の蓄電池併設の風力
発電 34 基（総出力 5 万 1 千㌗）が稼働、天候に左右されない
安定した電力供給源として注目を集めています。
　神事には関係者約 50 人が出席。松島聡社長や塚脇正幸日本
風力開発㈱社長に続き古川健治村長と三角武男議長などが玉ぐ
しをささげました。スワニーで開かれた披露式で古川村長は「世
界をリードする再生可能エネルギーの供給と新たな事業展開が
本村で行われることを喜ばしく思います。幅広い新たな再生
可能エネルギーがこの六ヶ所村から発信できますことを心から
願っています」と祝辞を述べました。一斉にボタンを押し、風車を起動させる古川村長（左から 4 人目）

や三角武男議長など（起動式で）

火災の早期発見に尽力
佐藤良幸さん、木村清子さんに消防長表彰

　尾駮地区で 7 月 18 日午後６時頃に発生した建物火災を早期
発見し、未然に防止した佐藤良幸さん（野附）と木村清子さん（野
附）に 9 月 3 日、消防長表彰が贈られました。
　火災は住宅で発生したもので、台所の換気扇から白煙が出て
いることを発見した隣家の木村明さんが妻の清子さんに確認を
指示。清子さんが確認後、元消防署員である佐藤良幸さんへ知
らせました。佐藤さんが消防署に通報したことにより火災はぼ
や程度で済みました。
　現場は住宅の密集地であることから佐藤さんは「大きな火災に
ならなくてよかった」、木村さんは「煙に早く気付いてよかった」
と話していました。また、熊谷消防長は「早期の発見通報が奏功。
これからも地域の輪を大切にしてほしい」と話していました。（前列左から）佐藤さん、木村明さん（清子さんの夫、代理出席）、

（後列）熊谷正樹消防長

各分野の研究成果を発表
量子工学エネルギーフォーラム

Rokkasho Topics

10 の競技ではつらつプレー
村高齢者スポーツ大会

　第 25 回六ヶ所村高齢者スポーツ大会が 8 月 25 日、総合体
育館で開かれ、村内の老人クラブ会員 120 人がはつらつとプ
レーを楽しみました。
　開会式では、山口成明村社会福祉協議会長が「楽しくプレー
してください。健闘を祈ります」とあいさつ。田中源三郎さん
が「ケガのないよう、正しく明るくプレーすることを誓います」
と選手宣誓しました。参加者たちはボールをスプーンに乗せて
走るスプーンリレーや、はしご酒リレー、なじみの玉入れなど
10 の競技をさわやかに競い合いました。

〈結果は次のとおり〉優勝　千歳・庄内・千歳平チーム▽準優
勝　泊（諏訪・貴宝・末広・弁天）チーム▽第３位　倉内・端・
戸鎖・室ノ久保・中志チーム

　第 6 回量子エネルギー工学フォーラムが 8 月 27 日、文化交
流プラザ「スワニー」で開かれました。フォーラムは東北大大
学院工学研究科量子フォーラム室の主催。同大や県内の学生、
研究者や地元企業の関係者など約 130 人が出席しました。
　開会の後、石井慶造量子エネルギー工学フォーラム実行委員
長が今年５月に尾駮地区に開設した同大サイクロトロン・ラジ
オアイソトープ（RI）センターを紹介。日本原燃㈱経営企画室
の古橋和己さんが世界や日本のエネルギー事情や原子力利用の
現状と将来像などについて講演しました。また、同室六ヶ所校

（RI センター）の学生と東北大生の研究発表、日本原燃㈱や村
で行われている幅広いアプローチ活動の研究などの 34 のテー
マのポスターセッションが行われました。

スプーンにボールを乗せてリレーする参加者たち

原子力利用の現状などについての講演
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「悔しさ、来年にぶつける」
六ヶ所村、村の部２位

５
区
畑
中
彩
美
（
千
歳
中
）
か
ら
６
区

國
分
惟
（
陸
上
自
衛
隊
八
戸
）、
そ
し
て

７
区
は
吉
田
夏
美
（
光
星
学
院
高
）。
吉

田
は
区
間
賞
の
快
走
で
ア
ン
カ
ー
赤
石
晃

介
（
泊
中
）
へ
望
み
を
託
す
。
県
中
体
連

で
４
０
０
㍍
走
優
勝
の
俊
足
を
誇
る
赤
石

は
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
力
を
振
り

絞
っ
た
が
、
東
通
と
の
34
秒
差
を
埋
め
き

れ
ず
、
村
の
部
２
位
で
ゴ
ー
ル
。
総
合
で

は
14
位
だ
っ
た
。

　

橋
本
勝
夫
監
督
は
「
東
通
は
主
力
区
間

（
１
・
４
・
６
区
）
の
３
本
柱
が
し
っ
か
り

し
て
い
た
。
来
年
に
向
け
て
若
い
選
手
を

育
て
た
い
」、
藤
谷
亨
コ
ー
チ
は
「
流
れ

を
つ
か
め
な
か
っ
た
と
い
う
感
じ
。
ど
の

選
手
も
持
っ
て
い
る
力
を
出
し
き
れ
て
い

な
か
っ
た
」
と
大
会
を
振
り
返
っ
た
。
ま

た
「
村
の
人
か
ら
は
優
勝
を
期
待
さ
れ
て

い
た
。
来
年
に
向
け
、
特
に
高
校
生
選
手

の
育
成
に
力
を
入
れ
な
が
ら
チ
ー
ム
の
強

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
全
村
的
に
陸
上

の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
こ
と
で
選
手
が
充
実

し
て
く
る
。
今
ま
で
以
上
に
中
学
校
と
の

連
携
を
密
に
し
て
い
き
た
い
」
と
力
を
込

め
た
。

　

第
18
回
青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会
が
９

月
５
日
、
青
森
市
で
開
か
れ
、
県
内
の
40

市
町
村
が
ア
ス
パ
ム
か
ら
県
総
合
運
動
公

園
ま
で
の
８
区
間
33
・
８
㌔
で
健
脚
を
競

い
合
っ
た
。

　

当
日
は
残
暑
厳
し
く
、
気
温
は
昼
前
に

30
℃
超
え
。
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
中
、

大
会
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

総
合
で
は
２
区
で
ト
ッ
プ
に
出
た
む
つ

市
が
そ
の
ま
ま
リ
ー
ド
を
守
り
き
り
３
年

ぶ
り
の
優
勝
。
町
の
部
で
は
総
合
で
も
３

位
に
入
賞
し
た
東
北
町
が
２
連
覇
、
村
の

部
は
１
区
か
ら
ト
ッ
プ
を
守
り
き
っ
た
東

通
が
２
連
覇
を
果
た
し
た
。

　

村
の
部
優
勝
を
目
標
に
２
カ
月
前
か
ら
合

同
練
習
を
重
ね
た
六
ヶ
所
チ
ー
ム
。
練
習
メ

ニ
ュ
ー
の
見
直
し
を
図
り
、勝
つ
た
め
の
チ
ー

ム
づ
く
り
に
取
り
組
み
大
会
に
臨
ん
だ
。

　

昨
年
同
様
、
六
ヶ
所
が
東
通
を
追
う
展

開
と
な
っ
た
。
１
区
の
久
保
弘
（
日
本
原

燃
㈱
）
か
ら
２
区
附
田
康
平
（
泊
中
）、
３

区
橋
本
征
弥
（
創
造
学
園
大
）
へ
。
橋
本

は
リ
ー
ド
を
許
し
つ
つ
も
区
間
賞
の
猛
追

で
東
通
ま
で
29
秒
差
ま
で
近
づ
き
、
４
区

桜
井
直
樹
（
六
ヶ
所
消
防
署
）
へ
つ
な
ぐ
。

　

選
手
た
ち
は
大
会
後
、「
悔
し
さ
を
来
年

に
ぶ
つ
け
た
い
」（
畑
中
）、「
来
年
は
チ
ー

ム
の
原
動
力
と
し
て
、
み
ん
な
を
引
っ
張

る
よ
う
な
走
り
を
し
た
い
」（
國
分
）、「
来

年
は
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
し
た
い
」（
吉
田
）

と
話
し
、
来
年
の
首
位
奪
還
へ
向
け
気
持

ち
を
新
た
に
し
た
。

第 18 回青森県民駅伝競走大会
健脚でつなげ　郷土の和と心

1_ 久保（1 区）から渡されたたすきを
かける附田　
2_ 最長区間（4 区）、後半の上り坂を
力走する桜井。大会後、「とにかくきつ
かった」と振り返った　
3_5 区、畑中。1 年生での出場ながら
健闘した
4_ ７区吉田へたすきを渡す６区國分

2010 六ヶ所村選手団　
■出場選手　１区 / 久保弘▽ 2 区 / 附田康平▽ 3 区 / 橋本征弥▽ 4 区 / 桜井直樹▽ 5 区
/ 畑中彩美▽ 6 区 / 國分惟▽ 7 区 / 吉田夏美▽ 8 区 / 赤石晃介
■補欠　三谷享 / 中村圭介 / 藤谷亨 / 松尾圭紘 / 高橋弥也 / 東出さおり / 石久保佳奈子
■育成選手　長根瑛 / 中村一翔 / 川畑渓太 / 高橋悠也 / 下舌俊弥
■監督　橋本勝夫　■コーチ　藤谷亨 / 東出さおり

2
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六 ヶ 所 人 の ス タ イ ル 通 信

　
「
自
分
か
ら
野
球
を
と
っ
た
ら
何

も
残
ら
な
い
」

　

尾
駮
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
Ｏ

Ｂ
Ｃ
）
総
監
督
の
川
畑
直
樹
さ
ん
は

さ
わ
や
か
に
笑
う
。

　

５
年
前
に
発
足
し
た
Ｏ
Ｂ
Ｃ
に
は

尾
駮
小
児
童
と
一
中
生
徒
合
わ
せ
て

40
人
が
在
籍
。
小
学
生
メ
ン
バ
ー
は

火
曜
日
以
外
、
中
学
生
メ
ン
バ
ー
は

週
３
回
練
習
を
行
う
。
練
習
場
の
大

石
総
合
運
動
公
園
の
第
３
球
場
に

は
、
授
業
を
終
え
た
子
ど
も
た
ち
が

次
々
と
集
ま
っ
て
く
る
。

誰
も
が
チ
ャ
ン
ス
生
か
せ
る
。
野
球
の
魅
力
教
え
た
い

川畑直樹 さ
ん

●かわはた・なおき
尾 駮 字 野 附 在 住。
日本 原 燃 ㈱ 勤 務。
六ヶ所村体育協会
野球部監督。村野
球協会理事。尾駮
ベースボールクラ
ブ（OBC）総 監 督。
日本原燃野球部監
督。同部は平成 15
年 青 森 県 朝 野 球
選手権で見事優勝、
県 No.1 に輝いた

　

Ｏ
Ｂ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
、
大
湊
蓮
く
ん
、

大
湊
神
く
ん
兄
弟
は
「
監
督
の
指
導
は

す
ご
く
勉
強
に
な
る
。
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

も
教
え
て
ほ
し
い
」
と
笑
顔
で
話
す
。

　
「
小
学
生
に
は
、
技
術
よ
り
も
先

に
あ
い
さ
つ
や
礼
儀
を
身
に
つ
け
て

ほ
し
い
。
中
学
生
は
技
術
を
段
階
的

に
指
導
。
現
在
中
学
校
に
は
野
球
部

が
な
い
の
で
、
メ
ン
バ
ー
が
力
を
発

揮
で
き
る
よ
う
早
く
野
球
部
を
作
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
」

　

村
の
野
球
レ
ベ
ル
を
よ
り
高
く

―
。
同
じ
く
監
督
を
務
め
る
日
本
原

燃
野
球
部
や
村
体
育
協
会
野
球
部
メ

ン
バ
ー
た
ち
と
ほ
ぼ
毎
日
、
指
導
に

熱
を
入
れ
る
。

　

村
体
協
野
球
部
の
監
督
に
な
っ
て

今
年
で
８
年
目
。
同
部
は
、
高
松
宮

賜
杯
全
日
本
軟
式
野
球
大
会
へ
平

成
15
年
（
第
47
回
、
２
部
）、
20
年

（
52
回
、
１
部
）
の
２
回
の
出
場
経

験
を
誇
る
。
同
大
会
は
大
手
企
業
の

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
や
大
き
な
自
治
体
の

チ
ー
ム
が
出
場
す
る
、
天
皇
賜
杯
に

次
ぐ
権
威
あ
る
大
会
。〝
一
村
の
体

育
協
会
〟
と
い
う
小
さ
い
チ
ー
ム
な

が
ら
、
初
戦
を
突
破
す
る
な
ど
堂
々

と
試
合
を
運
ん
だ
。「
次
は
天
皇
賜

杯
と
国
体
出
場
」
と
目
標
を
さ
ら
に

高
く
掲
げ
る
。

　

川
畑
さ
ん
は
青
森
商
業
高
野
球
時

代
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
活
躍
し

た
。
３
年
生
の
と
き
に
、
春
・
夏
の

青
森
県
大
会
と
も
決
勝
敗
退
と
い
う

悔
し
い
経
験
が
あ
る
。

　
「
自
分
た
ち
の
年
代
は
さ
ほ
ど
強

い
チ
ー
ム
で
は
な
か
っ
た
。で
も
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
重
視
し
た
戦
略
で
決
勝

へ
進
出
。
負
け
は
悔
し
か
っ
た
け
ど
、

や
り
遂
げ
た
と
い
う
達
成
感
が
あ
っ

た
。
野
球
の
魅
力
は
全
員
が
打
席
に

立
て
る
か
ら
、
誰
も
が
チ
ャ
ン
ス
を

つ
く
り
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
せ
る
…
す

な
わ
ち
、
誰
で
も
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
れ

る
機
会
が
あ
る
こ
と
。
子
ど
も
た
ち

に
も
そ
の
魅
力
を
知
っ
て
ほ
し
い
」

　

就
業
後
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
す
ぐ
飛

び
だ
せ
る
よ
う
ス
ー
ツ
の
下
は
い
つ

も
野
球
の
ア
ン
ダ
ー
シ
ャ
ツ
と
ソ
ッ

ク
ス
。
自
ら
を
野
球
バ
カ
と
笑
う
そ

の
目
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
子
ど
も
た

ち
を
温
か
く
見
つ
め
て
い
た
。

PROFILE

村の野球レベルを高めたい―
尾駮ベースボールクラブの熱血総監督

　　　　　　　　　体協監
督となって 100 試合目、高
松宮賜杯への出場を決めた
ときの記念ボール。長男の
隼人くんがサインを入れた

1

6Rokkasho●2010-10
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愛犬を
狂犬病から

守ろう。
22 年度第 2 回目
飼い主の登録と

狂犬病予防注射日程のお知らせ

平成 22 年度第 2 回犬の登録と狂犬病予防注射日程
月日 地区 実施場所 時間

10 月 5 日火

泊

第２焼山住宅前 9：30～  9：50
弁天様前 10：00～10：20

町内会事務所前 10：30～10：50
泊公民館前 11：00～11：20
泊消防署前 11：30～11：50

石川 集会所前 13：00～13：10
出戸 集会所前 13：15～13：25

老部川 千葉尚宅前 13：35～13：45
尾駮浜 中村岩男宅前 13：55～14：05

10 月 6 日水

尾駮浜 役場庁舎前 9：30～  9：45
野附 東酸KK前 9：50～ 10：00
尾駮 清水知幸宅前 10：05～10：15
二又 附田商店前 10：25～10：35

室ノ久保 三戸明宅前 10：45～10：55
千樽 十文字林業前 11：00～11：10
戸鎖 消防屯所前 11：15～11：25

10 月 7 日木

中志 中村酒店前 9：30～  9：40
内沼 木村てる宅前 9：45～ 9：55
倉内 集会所前 10：05～10：20
平沼 平沼支所前 10：30～10：45

新城平 前田商店前 10：50～11：00
六原 バス停前 11：05～11：15

端 バス停前 11：20～11：30
笹崎 松尾宅前 11：35～11：45
豊原 集会所前 13：00～13：10
睦栄 集会所前 13：15～ 13：25
千歳 橋本光男宅前 13：30～13：40
庄内 集会所前 13：45～13：55

千歳平 公民館前 14：00～14：20

　本年度 2 回目の飼い犬の登録と狂犬病予防注射を下記日程で行
います。都合のよい日時・場所で飼い犬に予防注射を受けさせてく
ださい。
　なお、村からはがきが送付されている人は忘れずに持参してくだ
さい。
■対象   生後３カ月以上のすべての犬
■登録・注射料
○登録済みの犬
　 注射料金　3,000 円（注射済証交付手数料含む）
○未登録の犬
　①登録料金　3,000 円
　　（鑑札証交付手数料含む。〈生涯で１度限り〉）
　②注射料金　3,000 円　（注射済証交付手数料含む）

六
ヶ
所
村
の

「
平
成
21
年
度
決
算
に
基
づ
く
財
政
健
全
化
判
断
比
率

及
び
資
金
不
足
比
率
」
を
公
表
し
ま
す
。

平成 21 年度財政健全化及び経営健全化審査意見書
六ヶ所村監査委員　沼尾　助與
六ヶ所村監査委員　橋本喜代二

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により提出を受け
た健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類並びに同法第 22
条第１項の規定による資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類
について審査した結果は次のとおりである。

■審査の対象　　実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比
率及び資金不足比率並びにその算定の基礎となる事項を記載した書類
■審査の期間　　平成 22 年８月３日
■審査の概要　　この財政健全化審査及び経営健全化審査は、村長から提出された
平成 21 年度の健全化判断比率及び資金不足比率並びにその算定の基礎となる事項
を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実施した
■審査の結果　　審査に付された下記、健全化判断比率及び資金不足比率並びにそ
の算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成されているものと
認められる

■健全化判断比率　下記の 4 つの項目を法令に基づき算定した比率が、早期健全化基準を上回る
　　　　　　　　　場合は、健全化に向けた計画を策定しなければなりません
①実質赤字比率　一般会計等 ( 村の場合は一般会計、定住促進特別会計、土地区画整理特別会計）  
　　　　　　　　の実質赤字の比率
②連結実質赤字比率　村全ての会計（12 会計）の実質赤字の比率
③実質公債費比率　一般会計などが負担する元利償還金等の比率 ( 一般会計などの償還金だけで
　　　　　　　　　なく、一部事務組合への負担金や公営企業に対する繰出金のうちの元利償還
　　　　　　　　　金に充てられるものなども含める )
④将来負担比率　地方債残高のほか、一般会計などが将来負担すべき実質的な負債を捉えた比率

健全化判断比率 平成 20 年度 21 年度 早期健全化基準（平成 21 年度）

① 実質赤字比率 　―　（%） ―　（%） 　14.35 （%）
② 連結実質赤字比率 　―　（%） ―　（%） 　19.35 （%）
③ 実質公債費比率 5.1　（%） 5.5　（%）  25.00 （%）
④ 将来負担比率 ―　（%） ―　（%）  350.00 （%）

※実質赤字額または連結実質赤字額がない場合と、実質公債費比率または将来
負担比率が算定されない場合は「―」を記載しています◆健全化判断比率

特別会計の名称
平成 20 年度
資金不足比率

21 年度
資金不足比率

経営健全化基準

水道事業会計 　―　（%） 　―　（%） 20.0（%）
下水道事業会計 　―　（%） 　―　（%） 20.0（%）
農業集落排水事業会計 　―　（%） 　―　（%） 20.0（%）

※資金不足がない場合は「―」を記載しています◆資金不足比率

＊上記の詳しい資料を、六ヶ所村ホームページ（http://www.rokkasho.jp/）に掲載しています。
問財政課　☎０175-72-2111（内線 245）

■資金不足比率　公営企業会計ごとの資金不足の比率。資金不足比率が経営健全化基準を上回る
場合は、公営企業の経営健全化計画を策定しなければなりません
＊財政指標の公表は平成 19 年度決算から、計画策定の義務付けは 20 年度決算から適用していま
す

　
　飼い犬が死亡したとき、登録に変更があったとき

　飼い犬が死亡したときは、鑑札と注射済証を添えて
犬の死亡届を福祉課へ提出してください。犬の死体の
処理は飼い主の責任で行ってください。
　登録事項に変更があったときは、登録変更届を福祉
課へ提出してください。
問福祉課　☎ 0175（72）2111　内線 149
　
　守ろう。飼い主のマナー

①公園や他人の土地で排便をさせない
②犬の散歩に出かけるときは、袋とシャベルを携帯し、
フンの後始末を必ず行う
　道路や公園などが犬のフンで汚され、村に苦情がた
くさん寄せられています。
③犬を放し飼いにしない
　犬が好きな人ばかりではありません。他人に迷惑や
危害を加えないように、マナーを守って犬を正しく飼
いましょう。

　知っていますか。青森県動物愛護センター

　青森県は 18 年４月１日より動物愛護センターを開設
し、放浪犬の捕獲およびペットの苦情対応の業務を行
っています。
　また、動物ふれあい活動や、命の大切さを実感でき
る総合的な動物愛護管理を推進しています。

問青森県動物愛護センター
青森市大字宮田字玉水 119-1
☎ 017（726）6100
問上十三保健所動物愛護センター
十和田市西二番町 10―15　
☎ 0176（23）4261
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こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
日

没
が
早
ま
る
こ
と
か
ら
、
夕

暮
れ
時
の
交
通
事
故
が
多
発

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん

は
も
ち
ろ
ん
、
歩
行
者
、
自

転
車
利
用
の
皆
さ
ん
も
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
交
通
事
故
を

起
こ
さ
な
い
、
交
通
事
故
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

過
去
５
年
間
に
お
け
る
10

月
か
ら
12
月
の
時
間
別
交
通

事
故
は
、
各
月
と
も
午
後
４

時
か
ら
６
時
ま
で
の
「
夕
暮

れ
ど
き
」
の
発
生
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

■
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

・
ス
ピ
ー
ド
を
控
え
め
に
し
、

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
で
、
見

る
こ
と
・
見
せ
る
こ
と
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

・
対
向
車
や
先
行
車
が
な
い

と
き
は
、
車
の
ラ
イ
ト
を
上

向
き
に
し
、
危
険
を
早
期
に

発
見
し
、
交
通
事
故
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

■
歩
行
者
の
皆
さ
ん

・
外
出
す
る
と
き
は
、
運
転

者
か
ら
よ
く
見
え
る
よ
う
に

明
る
い
色
の
服
装
や
反
射
材

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

・
車
の
ラ
イ
ト
は
、
歩
行
者

か
ら
は
明
る
く
見
え
ま
す

が
、
ラ
イ
ト
の
照
射
範
囲
に

限
界
が
あ
る
の
で
、
運
転
者

か
ら
は
、
歩
行
者
が
見
え
て

い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
道

路
を
横
断
す
る
と
き
な
ど

は
、
車
の
動
き
を
よ
く
見
て

安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
自
転
車
利
用
の
皆
さ
ん

・
自
転
車
も
車
両
で
す
。
夕

暮
れ
や
夜
間
に
は
ラ
イ
ト
を

点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

・
反
射
材
を
自
転
車
の
後
部

や
側
面
に
付
け
、
横
断
中
も

車
か
ら
よ
く
見
え
る
よ
う
に

し
ま
し
よ
う
。

■
自
動
車
に
乗
車
す
る
皆
さ

ん・
自
動
車
乗
車
中
は
全
て
の

座
席
に
お
け
る
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
を
徹
底
し
、
幼
児

を
乗
車
さ
せ
る
際
は
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
な
ど
を
正
し
く

取
り
付
け
て
使
用
し
ま
し
よ

う
。

      　

警
察
で
は
、
被
害
者
の
皆

さ
ん
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る

た
め
、
各
種
の
相
談
窓
口
を

設
け
て
い
ま
す
。
被
害
者
本

人
だ
け
で
な
く
、
そ
の
ご
家

族
や
友
人
か
ら
の
相
談
に
も

応
じ
て
い
ま
す
。

　

警
察
だ
け
で
は
対
応
で
き

な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
専
門

の
機
関
を
紹
介
し
ま
す
の

で
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ

い
か
分
か
ら
な
い
場
合
で
も

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

■
警
察
の
主
な
相
談
窓
口

○
警
察
安
全
相
談
室

☎
０
１
７
（
７
３
５
）
９
１
１
０

（
短
縮
＃
９
１
１
０
）

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分（
夜
間
・

土
日
祝
日
は
、
当
直
員
が
対

応
）

▽
薬
物
事
犯
、
悪
徳
商
法
、

交
通
事
故
、
ス
ト
ー
カ
ー
、

Ｄ
Ｖ
な
ど
の
様
々
な
相
談

○
性
犯
罪
被
害
１
１
０
番

☎
０
１
２
０
（
89
）
７
８
３
４

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
（
夜
間
・
土
日

祝
日
は
、
当
直
員
が
対
応
）

▽
性
犯
罪
の
被
害
な
ど
に
関

す
る
相
談
。
女
性
警
察
官
が

対
応
し
ま
す
。
た
だ
し
、
夜

間
・
土
・
日
祝
日
は
、
男
性

警
察
官
が
対
応
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

○
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン

☎
０
１
２
０
（
58
）
７
８
６
７

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
（
土
日
祝
日
を

除
く
）

▽
少
年
の
被
害
、
悩
み
、
子

供
に
つ
い
て
の
心
配
事

に
関
す
る
相
談

■
警
察
以
外
の
被
害
相

談
窓
口

　

右
記
の
ほ
か
、
警
察

以
外
に
も
下
記
の
窓
口

で
犯
罪
被
害
な
ど
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

○
社
団
法
人
あ
お
も
り

被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー    

☎
０
１
７
（
７
２
１
）

０
７
８
３

受
付
時
間　

正
午
～
午

後
４
時
（
月
～
金
お
よ

び
第
３
土
、
年
末
年
始
・

夕暮れどきの交通事故を防止しよう
午後４時から６時に事故の発生が多くなっています

② 8 月末の村の物件事故発生状況
平成 22 年 21 年

前年比
8 月中 累計 累計

9 147 133 ＋ 14

① 8 月末の村の人身事故発生状況
平成 22 年 21 年 前年比8 月中 累計 累計

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

3 0 4 12 0 15 18 0 25 -6 0 -11

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日
死亡事故ゼロ 3,575 日達成！（8 月 31 日現在）

祝
日
を
除
く
）

▽
犯
罪
被
害
な
ど
に
関
す
る

相
談

○
日
本
司
法
支
援
セ
ン

タ
ー
（
愛
称
「
法
テ
ラ
ス
」）

☎
０
５
０
（
３
３
８
３
）

５
５
５
２

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午

後
５
時

▽
法
的
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に

役
立
つ
情
報
等
の
提
平
日

や
無
料
法
律
相
談

警
察
の
被
害
相
談
窓

口
の
ご
案
内

家庭学習時間の確保に協力を
平成 22 年度全国学力・学習状況調査結果から

　

４
月
20
日
に
実
施
さ
れ
た

平
成
22
年
度
文
科
省
の
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結

果
が
７
月
下
旬
に
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

　

学
力
調
査
の
結
果
か
ら
村

内
各
校
の
平
均
と
全
国
平
均

を
比
較
し
た
も
の
が
、
左
下

の
グ
ラ
フ
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
全
国

に
対
す
る
正
答
率
は
小
・
中

と
も
に
お
お
む
ね
横
ば
い
傾

向
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　

教
科
で
比
較
す
る
と
、
算

数･

数
学
よ
り
も
国
語
の
正

答
率
は
比
較
的
安
定
し
て
お

り
、
と
り
わ
け
基
本
問
題
に

は
定
着
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

算
数･

数
学
で
は
、
全
国

と
も
に
正
答
率
は
低
い
な
が

ら
も
、
活
用
問
題
の
正
答
率

で
は
小･

中
と
も
に
全
国
を

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
小
・
中
間
で
比
較

し
て
み
る
と
、
両
教
科
と
も

に
中
学
校
の
正
答
率
が
低
く

な
っ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま

す
。

　

こ
の
こ
と
は
出
題
問
題
の

　

村
内
の
各
小･

中
学
校
で

は
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま

え
て
学
習
内
容
や
指
導
方
法

に
つ
い
て
の
研
鑽
を
さ
ら
に

深
め
て
い
き
ま
す
が
、
各
家

庭
で
も
家
庭
学
習
の
重
要
性

を
今
一
度
認
識
し
、「
家
庭

学
習
時
間
の
確
保
」
に
協
力

し
て
く
だ
さ
い
。

難
易
度
な
ど
に
も
よ
り
ま
す

が
、
中
学
校
で
の
学
習
内
容

の
難
し
さ
を
顕
著
に
表
し
て

い
る
と
も
い
え
ま
す
。

　

や
は
り
定
着
の
た
め
の
学

習
は
必
要
で
あ
り
、
学
校
の

授
業
だ
け
で
な
く
家
庭
で
の

自
己
学
習
も
必
須
だ
と
い
え

ま
す
。

　

第
45
回
六
ヶ
所
村
中
学
校

英
語
弁
論
大
会
が
８
月
27

日
、中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、

村
内
の
中
学
校
生
徒
15
人
が

発
音
や
表
現
な
ど
総
合
的
な

英
語
力
を
競
い
ま
し
た
。

　

大
会
は
決
め
ら
れ
た
テ
ー

マ
文
を
暗
唱
す
る
暗
唱
の
部

と
、
自
由
な
テ
ー
マ
の
英
作

文
を
暗
唱
す
る
創
作
の
部
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
貝
塚
遥
花

さ
ん
（
暗
唱
）
と
五
十
嵐
美

咲
さ
ん
（
創
作
）
が
村
代
表

で
上
北
中
学
英
語
弁
論
大
会

へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　

貝
塚
さ
ん
は
「
声
の
調
子

や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
気

を
つ
け
た
」、
五
十
嵐
さ
ん

は
「
家
族
へ
の
感
謝
を
伝
え

よ
う
と
表
現
し
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

〈
結
果
は
次
の
と
お
り
〉

■
暗
唱
１
年
の
部
▽
最
優
秀

賞　

三
浦
瑞
季
（
泊
）
▽
優

秀
賞　

佐
々
木
洸
輝（
第
一
）

■
暗
唱
２
年
の
部
▽
最
優
秀

賞　

村
畑
茄
那
（
泊
）
▽
優

秀
賞　

千
葉
晃
裕
（
第
一
）

■
暗
唱
３
年
の
部
▽
最
優
秀

賞　

貝
塚
遥
花
（
第
一
）
▽

優
秀
賞　

松
下
清
美
（
泊
）

■
創
作
の
部
▽
最
優
秀
賞　

五
十
嵐
美
咲
（
千
歳
）
▽
優

秀
賞　

赤
石
の
ぞ
み
（
泊
）

発
音
や
表
現
力
競
う

村
中
学
生
英
語
弁
論
大
会

■小学校６年生

■中学校 3 年生 〈今年度〉

〈昨年度〉

〈昨年度〉

〈今年度〉

上 / 受賞者の皆さん
下 / 家族をテーマに発表した五十
嵐さん（創作の部）

国
際
交
流

医
療

健
康

教
育

交
番
だ
よ
り

国
際
交
流

医
療

健
康

教
育

交
番
だ
よ
り
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楽しく、気軽に異文化を体験しよう
各種講座、教室参加者募集

　

国
際
交
流
員
マ
イ
ケ
の
ド

イ
ツ
語
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
や
ド
イ
ツ
語
に
関

心
の
あ
る
人
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
内
容　

ド
イ
ツ
語
教
室

（
大
人
初
心
者
向
け
）

　

中
級
授
業
に
興
味
が
あ
る

人
も
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

■
日
時　

毎
週
火
曜
日　

午

後
５
時
30
分
～
６
時
30
分

■
初
回　

10
月
19
日
火

■
場
所　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」

■
募
集
人
数　

10
人
（
申
込

者
多
数
の
場
合
は
六
ヶ
所
村

在
住
、
ま
た
は
村
内
在
勤
者

優
先
）

　

ド
イ
ツ
人
は
ど
ん
な
も
の

を
食
べ
ま
す
か
？

　

ド
イ
ツ
の
祭
り
と
い
え
ば

な
ん
で
す
か
？

　

幼
児
ド
イ
ツ
語
教
室
で

は
、
ド
イ
ツ
の
子
ど
も
た
ち

ケ
ル
の
英
会
話
教
室
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

■
開
催
日　

毎
週
水
曜
日　

午
後
５
時
～
８
時

■
初
回　

10
月
13
日
水

■
対
象
・
時
間

○
キ
ッ
ズ
・
ク
ラ
ス

①
小
学
校
１
・
２
年
生

午
後
５
時
～
５
時
30
分

②
小
学
校
３
年
生
以
上

午
後
５
時
30
分
～
６
時

＊
定
員　

各
12
人
程
度

○
大
人
向
け
の
ク
ラ
ス

①
初
級

午
後
６
時
～
７
時

②
中
級

午
後
７
時
～
８
時

■
場
所　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」

■
対
象　

六
ヶ
所
村
に
在
住

ま
た
は
村
内
在
勤
者

■
申
込
期
限　

10
月
29
日
金

Let's en
jo

y En
g

lish 
together!

　

韓
国
と
ド
イ
ツ
の
料
理
教

室
を
開
催
。
国
際
交
流
員
ス
ジ

に
人
気
の
ゲ
ー
ム
や
簡
単
な

ド
イ
ツ
語
で
遊
び
な
が
ら
、

ド
イ
ツ
の
生
活
や
習
慣
に
つ

い
て
も
学
び
ま
す
。

■
開
催
日　

毎
週
水
曜
日

■
初
回　

10
月
13
日
水

■
対
象
・
時
間

①
幼
児
（
３
～
５
歳
）

午
後
３
時
30
分
～
４
時
05
分

②
小
学
校
１
・
２
・
３
年
生

午
後
４
時
15
分
～
５
時
50
分

■
場
所　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」

■
募
集
人
数　

15
人
（
申
込

者
多
数
の
場
合
は
六
ヶ
所
村
在

住
ま
た
は
村
内
在
勤
者
優
先
）

　

ヘ
イ
リ
ー
と
マ
イ
ケ
ル
の

英
会
話
教
室
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

D
o you w

ant to im
prove 

your English? D
o you 

w
ant to have fun w

ith 
English?　

 　

英
会
話
能
力
を
高
め
た

い
人
、
英
語
で
楽
し
く
話
し

た
い
人
、
ヘ
イ
リ
ー
と
マ
イ

ン
と
マ
イ
ケ
と
楽
し
い
時
間
を

過
ご
せ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

韓
国
の
「
お
盆
の
食
べ
物
」

と
ド
イ
ツ
の｢

バ
タ
ー
・
ケ
ー

キ｣

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

10
月
20
日
水

午
後
６
時
～

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
募
集
人
数　

10
人

■
参
加
費　

材
料
費
分

■
申
込
期
限　

10
月
15
日
金

　

金
曜
日
の
夜
に
、
韓
国
と

ド
イ
ツ
の
ゲ
ー
ム
を
し
な
が

ら
日
ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス
を
発

散
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

10
月
15
日
金

午
後
７
時
～

■
場
所　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」

■
募
集
人
数　

10
人

■
申
込
期
限　

10
月
13
日
水

■
す
べ
て
の
講
座
・
教
室
の

申
込
先　

国
際
交
流
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
２
６
２

「英語や文化を教えるのが楽しみ」
英語指導助手のマイケル・ハウスさんが着任

マ
イ
ケ
の　
　

ド
イ
ツ
語
講
座

幼
児
ド
イ
ツ
語
教
室

「
ド
イ
ツ
と
の
出
会
い
」

ヘ
イ
リ
ー
と

マ
イ
ケ
ル
の

英
会
話
教
室

韓
国
VS　

ド
イ
ツ　

料
理
教
室

新
体
験
！　
　

韓
国
・　
　
　

ド
イ
ツ
ゲ
ー
ム

国
際
交
流

医
療

健
康

教
育

交
番
だ
よ
り

国
際
交
流

医
療

健
康

教
育

交
番
だ
よ
り

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

　

六
ヶ
所
村
の
新
し
い
Ａ
Ｌ

Ｔ
ハ
ウ
ス
・
マ
イ
ケ
ル
で
す
。

は
じ
め
ま
し
て
。
ア
メ
リ
カ

の
首
都
で
あ
る
ワ
シ
ン
ト
ン

Ｄ
．
Ｃ
の
隣
、
メ
リ
ー
ラ
ン

ド
州
の
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
市
か

ら
来
ま
し
た
。

　

日
本
に
来
る
の
は
今
回
で

２
回
目
で
す
。
２
年
前
に
東

京
の
明
治
学
院
大
学
に
１
年

間
留
学
し
、
日
本
の
文
化
、

政
治
、
経
済
、
ビ
ジ
ネ
ス
な

ど
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
日
本
で
旅
行
も
し

ま
し
た
。
大
阪
と
京
都
と
札

幌
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
旅
行
す
る
こ
と
が
大
好

き
な
の
で
、
青
森
の
有
名
な

場
所
が
見
た
い
で
す
。

　

英
語
指
導
助
手
と
し
て
日

本
に
戻
っ
た
こ
と
で
心
が
弾

ん
で
い
ま
す
。

は
ヤ
ン
ヤ
ン
の
松
茸
が
一

番
！
」
と
力
説
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ヤ

ン
ヤ
ン
郡
に
は
松
茸
公
園

や
、
松
茸
酒
、
松
茸
の
オ
ブ

ジ
ェ
、
松
茸
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
が
あ
り
、
郡
を
あ
げ
て
松

茸
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
め
毎
年
９
月
の
下

旬
に
開
催
さ
れ
る
松
茸
祭
り

は
、
ヤ
ン
ヤ
ン
郡
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
で
す
。こ
の
期
間
は
、

国
内
は
も
と
よ
り
、
海
外
か

ら
も
観
光
客
が
訪
れ
る
そ
う

で
す
。
先
月
は
、「
松
茸
祭

り
に
参
加
し
た
い
の
で
す

が
」
と
、
日
本
に
在
住
の
一

般
の
方
か
ら
問
い
合
わ
せ
の

電
話
が
数
件
あ
り
ま
し
た
。

　

先
日
、こ
こ
ヤ
ン
ヤ
ン
で
、

松
茸
で
商
売
を
し
て
い
る
お

店
の
社
長
さ
ん
と
話
す
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
方
の
お
話
で
は
、
松

茸
の
収
穫
量
が
年
々
目
に
見

え
て
減
っ
て
き
て
い
る
そ
う

で
す
。
20
年
前
は
、
た
く
さ

ん
採
れ
、
日
本
に
も
輸
出
し

て
い
た
と
の
事
で
し
た
が
、

収
穫
し
て
商
売
す
る
人
が
増

　

英
語
を
教
え
る
こ
と
、
そ

し
て
わ
た
し
の
国
の
文
化
を

六
ヶ
所
村
の
皆
さ
ん
に
紹
介

す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
！

　

こ
ん
に
ち
は
、
髙
田
勇
貴

で
す
。

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る

９
月
13
日
の
時
点
で
は
、
ヤ

ン
ヤ
ン
は
非
常
に
過
ご
し
や

す
く
、
日
を
追
う
ご
と
に
秋

ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
こ
ヤ
ン
ヤ
ン
の
秋
の
風

物
詩
と
い
え
ば
、
な
ん
と
い

っ
て
も
松
茸
で
す
。
ヤ
ン
ヤ

ン
郡
の
松
茸
は
韓
国
内
で
有

名
だ
そ
う
で
、
水
分
の
含
有

量
が
少
な
く
、
上
質
な
香
り

を
楽
し
め
る
の
が
最
大
の
特

徴
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
ち
ら
の
公
務
員
の
方

が
、「
海
外
の
松
茸
を
食
べ

た
事
が
あ
る
け
ど
、
香
り

え
て
、
採
れ
な
く
な
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
20
年

前
は
、
日
本
で
松
茸
が
高
価

に
取
り
引
き
さ
れ
、
非
常
に

景
気
が
良
か
っ
た
そ
う
で

「
日
本
に
輸
出
し
て
い
た
時

は
、
築
地
や
銀
座
で
食
事
を

し
ま
し
た
。
銀
座
の
お
寿
司

は
と
て
も
お
い
し
い
か
っ
た

で
す
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。

　

わ
た
し
が
食
べ
た
こ
と
が

あ
る
松
茸
と
い
え
ば
、
イ
ン

ス
タ
ン
ト
の
お
吸
い
物
の
具

に
入
っ
て
い
る
も
の
ぐ
ら
い

な
の
で
、
美
味
で
名
高
い
ヤ

ン
ヤ
ン
の
松
茸
が
、
い
っ
た

い
ど
ん
な
味
付
け
で
、
ど
う

い
う
風
に
調
理
さ
れ
、
そ
し

て
、
特
徴
的
と
言
わ
れ
る
そ

の
香
り
が
ど
ん
な
も
の
な
の

か
、
今
か
ら
非
常
に
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　

美
し
い
山
、
川
、
渓
谷
に

囲
ま
れ
、
松
茸
と
い
う
非
常

に
貴
重
な
キ
ノ
コ
が
群
生
し

て
お
り
、
改
め
て
ヤ
ン
ヤ
ン

の
豊
か
な
自
然
を
実
感
し
て

い
ま
す
。

　

都
合
に
よ
り
春
か
ら
お
休

み
し
て
い
た
オ
リ
エ
ン
タ
ル

ダ
ン
ス
教
室
を
、
10
月
14
日

木
か
ら
再
開
し
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
左
記
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

毎
週
木
曜
日　

午

前
10
時
～
11
時

■
場
所　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」

■
対
象　

村
在
住
の
人
ま
た

は
村
内
の
企
業
に
勤
務
し
て

い
る
人

■
申
込
先　

国
際
交
流
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
２
６
１
～
２
６
３

村
派
遣
職
員
が
ヤ
ン
ヤ
ン
郡

で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

今
日
も
襄
陽
日
和
で
す
。

ヴ
ァ
レ
リ
ー
さ
ん
の
オ

リ
エ
ン
タ
ル
ダ
ン
ス
教

室
を
再
開
し
ま
す

　

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
交

換
留
学
生
フ
ァ
ス
テ
ン
・
ベ

ー
グ
・
デ
レ
ク
さ
ん
が
９
月

16
日
、
古
川
村
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。
古
川
村
長
は

「
１
年
間
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
デ
レ
ク
さ
ん
を
激
励

し
ま
し
た
。

　

デ
レ
ク
さ
ん
は
来
年
の
８

月
ま
で
、
六
ヶ
所
高
校
へ
通

学
す
る
予
定
。
ア
メ
リ
カ
ウ

ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
マ
デ
ィ

ソ
ン
市
出
身
で
、
日
本
の
文

化
や
生
活
に
興
味
を
持
ち
、

実
際
に
日
本
に
住
ん
で
み
た

い
と
留
学
を
希
望
し
ま
し
た
。

　

デ
レ
ク
さ
ん
は
「
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
は
と
て
も
優
し
い
。

高
校
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

交
換
留
学
生
デ
レ
ク

さ
ん
が
表
敬
訪
問

（左から）六ヶ所ロータリークラブ
の種市治雄さん、デレクさん、古
川村長、葛西徹也さん

ヤンヤン郡の松茸は香りが上質で人気が高い
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健康 Health 　

医療Medical

　

定
期
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
事
業
（
65
歳
以
上
対

象
）
お
よ
び
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

（
１
～
64
歳
対
象
）
が
10
月
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
65
歳
以
上

に
は
個
別
、
１
～
64
歳
に
は

世
帯
ご
と
に
、
説
明
書
と
接

種
の
際
に
必
要
な
予
診
票
を

送
付
し
ま
す
。
詳
細
は
送
付

内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　

昨
年
度
流
行
し
た
新
型
と

季
節
性
を
合
わ
せ
た
ワ
ク
チ

ン
が
主
流
と
な
り
ま
す
。

■
接
種
方
法

　

65
歳
以
上
の
人
は
集
団
接

種
を
基
本
と
し
ま
す
。
そ
れ

以
外
の
人
は
医
療
機
関
で
個

別
接
種
と
な
り
ま
す
。

■
接
種
回
数

【
１
～
12
歳
】
２
回

【
13
歳
以
上
】
原
則
１
回

■
接
種
可
能
医
療
機
関
な
ど

通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
接
種
費
用
の
補
助

【
全
額
補
助
】
65
歳
以
上
、
生

活
保
護
・
村
民
税
非
課
税
世
帯

(

低
所
得
世
帯
）、
１
～
18
歳

【
一
部
補
助
】
19
～
64
歳

定期・新型インフルエンザ接種を忘れずに
高齢者定期・新型インフルエンザ接種が始まります

■
注
意

　

接
種
可
能
医
療
機
関
以
外

で
は
接
種
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
予
診
票
は
村
民

で
あ
る
こ
と
の
確
認
と
し
て

必
要
な
の
で
、
接
種
の
際
に

は
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
推
進
標
語
】
変
わ
ら
な
い
心

の
原
点
を
求
め
て
：
沖
縄
か
ら

発
信
す
る
ユ
イ
マ
ー
ル
（
沖
縄

の
方
言
。
相
互
扶
助
、
助
け
合

い
の
こ
こ
ろ
の
意
。）
精
神

　
「
こ
こ
ろ
の
病
」
は
誰
に
で

も
起
こ
り
得
る
も
の
で
す
。
し

精
神
保
健
福
祉

普
及
運
動10

月
25
日
～
30
日

か
し
、
偏
見
も
あ
り
、
相
談
や

受
診
に
抵
抗
を
感
じ
、
そ
の
結

果
、
治
療
が
遅
れ
重
症
化
を
招

く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
こ
こ
ろ
の
病
」
は
早
期
治

療
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
社

会
復
帰
の
た
め
に
は
、
医
療

や
保
健
福
祉
の
支
援
、
家
族

や
周
囲
の
人
の
見
守
り
や
協

力
が
必
要
で
す
。
ユ
イ
マ
ー

ル
精
神
で
、
互
い
に
支
え
あ

う
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

　

平
成
22
年
９
月
１
日
か
ら

定
期
日
本
脳
炎
予
防
接
種
１

期
初
回
分
を
再
開
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
対
象
と
な
る
人

に
は
個
別
通
知
を
し
ま
す
の

で
、
内
容
を
確
認
の
上
接
種

し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
者

　

22
年
度
に
３
歳
児
の
お
子

さ
ん
（
現
在
２
歳
の
お
子
さ

ん
に
は
３
歳
の
誕
生
前
月
に

個
別
通
知
し
ま
す
）。

　

な
お
、
国
で
は
平
成
17
年

の
接
種
差
し
控
え
以
降
、
未

接
種
の
ま
ま
対
象
年
齢
を
超

過
し
た
人
や
、
第
２
期
へ
の

対
応
に
つ
い
て
速
や
か
に
検

討
す
る
と
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
村
で
も
新
し
い
情
報
が

入
り
次
第
、
随
時
対
応
し
て

い
く
予
定
で
す
。

今月の歯ッピーエンゼルたち
７月 27 日、8 月 24 日の３歳児健診で虫歯のなかった子どもたちです

三國 果楓ちゃん 瀬川 耀生くん河原木柚衣ちゃん 田中 耀星くん 相内 花音ちゃん上野 奏汰くん小泉 慎之介くん

よい歯で
歯ッピー

も
当
の
本
人
は
苦
し
む
こ
と

も
な
く
お
気
楽
な
も
の
だ
。

大
変
な
の
は
家
族
だ
。
外
に

出
て
は
迷
子
に
な
る
、
物
を

盗
ま
れ
た
と
言
っ
て
は
嫁
の

せ
い
に
す
る
。
家
族
が
壊
れ

て
ゆ
く
。』

　

と
て
も
よ
く
わ
か
る
。
大

変
な
の
は
本
当
だ
。し
か
し
、

そ
れ
で
も
、
こ
れ
だ
け
は
理

解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
行
動
に
は
必
ず
理
由
が

あ
る
。
自
分
が

自
分
と
し
て
あ

る
こ
と
の
必
死

さ
」

　

考
え
て
も
み

て
く
だ
さ
い
。

同
じ
こ
と
を
繰

り
返
し
話
す
た

び
に
、
子
ど
も
た
ち
に
叱
責

さ
れ
る
人
た
ち
は
、
な
ぜ
怒

ら
れ
る
の
か
理
解
で
き
ま
せ

ん
。
と
こ
ろ
が
そ
の
た
び
に

悔
し
い
思
い
や
怒
り
の
感
情

は
本
人
の
深
層
に
刻
ま
れ
て

行
き
ま
す
。
と
ま
ど
い
や
不

安
が
続
け
ば
う
つ
状
態
に
陥

り
ま
す
。
逆
に
反
発
し
て
乱

暴
す
る
こ
と
さ
え
。
行
動
に

は
理
由
が
あ
る
の
で
す
。
そ

し
て
そ
の
根
本
に
は
自
分
を

地域に臨床心理学を
ほんの少しでも優しくなれる社会を

　

酷
暑
の
夏
が
過
ぎ
、
よ
う

や
く
秋
め
い
て
参
り
ま
し

た
。皆
さ
ま
お
元
気
で
す
か
。

　

今
回
は
臨
床
心
理
学
と
地

域
と
い
う
不
思
議
な
テ
ー
マ

で
お
話
し
し
ま
す
。
ど
う
ぞ

最
後
ま
で
お
付
き
合
い
く
だ

さ
い
。

⑴
臨
床
心
理
学

　

名
前
か
ら
人
間
の
心
理
に

関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
臨
床
と
い
う

の
で
す
か
ら
、
実
験
や
基
礎

研
究
で
は
な
く
実
際
の
人
間

や
生
活
上
の
問
題
に
対
応
し

ま
す
。

　

心
理
検
査
や
心
理
面
接
を

用
い
て
、
医
療
施
設
、
学
校

や
職
場
で
精
神
疾
患
や
心
身

症
の
人
を
支
援
し
ま
す
。
実

際
に
活
動
す
る
臨
床
心
理
士

さ
ん
は
医
療
施
設
の
仕
事
が

多
く
、
普
段
お
目
に
か
か
れ

ま
せ
ん
。

⑵
臨
床
心
理
学
と
地
域
活
動

　

臨
床
心
理
の
活
動
が
ほ
ぼ

医
療
施
設
に
限
ら
れ
て
い
る

の
に
も
係
わ
ら
ず
、
あ
え
て

地
域
と
い
う
視
点
か
ら
取
り

上
げ
る
理
由
が
あ
り
ま
す
。

❶
認
知
症
の
問
題

❷
自
殺
・
う
つ
病
の
問
題

❸
心
理
的
な
問
題
の
ま
ん
延

❹
生
活
習
慣
と
地
域
社
会

　

こ
れ
ら
は
外
来
か
ら
見
え

る
心
理
的
な
要
素
が
関
連
す

る
問
題
で
す
。
そ
の
発
生
に

深
く
係
わ
る
地
域
や
家
庭
、

学
校
や
職
場
に
目
を
向
け
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
外
来
診
療

は
地
域
の
物
語
の
一
部
を
み

て
い
る
の
に
過
ぎ
な
い
か
ら

で
す
。
地
域
を
舞
台
に
し
た

臨
床
心
理
士
さ
ん
と
の
協
同

作
業
に
期
待
し
た
い
で
す
。

⑶
認
知
症
と
臨
床
心
理

　

増
え
る
認
知
症
。
物
忘
れ

が
特
徴
の
こ
の
病
気
は
、
今

ま
で
出
来
て
い
た
こ
と
が
出

来
な
く
な
り
５
年
か
ら
10
年

の
経
過
で
寝
た
き
り
に
な
り

ま
す
。

　

あ
る
ご
家
族
の
思
い
。

　
『
脳
機
能
が
低
下
し
て
そ

も
そ
も
記
憶
が
で
き
な
い
な

ら
、
何
を
言
っ
て
も
怒
っ
て

尾駮診療所　所長

松岡 史彦 

6 月 4 ～ 10 日は歯の衛生習慣です

自
分
と
し
て
認
め
て
ほ
し
い

と
い
う
、
小
さ
な
子
ど
も
た

ち
に
も
見
ら
れ
る
社
会
的
な

自
己
へ
の
欲
望
が
あ
り
ま

す
。
自
分
で
あ
る
こ
と
、
自

分
を
保
つ
こ
と
に
必
死
で

す
。

　

財
布
の
置
き
場
所
を
忘
れ

て
嫁
の
せ
い
に
す
る
ご
婦
人

は
、
次
の
よ
う
に
考
え
行
動

し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま

す
。

　
『
目
の
前
の
物
が
な
く
な

る
は
ず
が
な
い
。
自
分
に
は

覚
え
が
な
い
。
自
分
の
記
憶

が
お
か
し
い
と
認
め
る
わ
け

に
い
か
な
い
。
な
ん
だ
か
ど

こ
か
が
変
な
の
だ
が
、
そ
れ

を
認
め
る
こ
と
は
自
分
が

狂
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
る

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
だ
け
は

絶
対
許
さ
な
い
。
誰
か
が
盗

ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
自
分
は
狂
っ
て
お
ら
ず

い
つ
も
通
り
の
、
い
ま
ま
で

の
ち
ゃ
ん
と
し
た
自
分
で
い

ら
れ
る
。
私
の
子
ど
も
を

奪
っ
た
の
も
、
そ
う
だ
、
嫁

だ
っ
た
』

　

こ
こ
で
犯
人
に
さ
れ
た
人

は
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い

の
で
す
が
、
怒
っ
て
し
ま
う

そ
の
前
に
、
そ
の
人
の
切
な

さ
や
必
死
さ
を
、
な
ん
と
か

想
像
で
き
る
よ
う
な
状
況
が

あ
れ
ば
そ
の
後
の
展
開
も
変

わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

⑷
地
域
へ
の
展
開

　

本
人
の
心
理
と
そ
れ
に
反

応
し
て
興
奮
す
る
家
族
の
心

理
は
鏡
写
し
に
例
え
ら
れ
ま

す
。行
動
に
は
理
由
が
あ
り
、

自
分
の
尊
厳
を
守
る
必
死
さ

が
根
底
に
あ
る
こ
と
を
理
解

し
あ
う
手
助
け
と
し
て
、
臨

床
心
理
学
が
役
立
ち
ま
す
。

　

こ
れ
を
個
人
、
家
族
、
地

域
へ
と
拡
張
し
て
ゆ
く
こ
と

で
、
地
域
社
会
自
体
も
変

わ
っ
て
ゆ
く
で
あ
り
ま
し
ょ

う
…
ち
ょ
っ
と
大
げ
さ
で
し

た
が
、
ほ
ん
の
少
し
で
も
優

し
く
な
れ
る
社
会
に
な
れ
ば

良
い
と
思
い
ま
す
。

　

認
知
症
を
例
に
し
た
お
話

で
し
た
が
、
自
殺
や
う
つ
病

の
問
題
、
あ
る
い
は
日
々
の

ス
ト
レ
ス
対
応
に
も
地
域
と

臨
床
心
理
と
い
う
視
点
は
今

後
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

い
つ
か
六
ヶ
所
村
に
臨
床

心
理
の
明
か
り
を
導
入
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

定
期
日
本
脳
炎
予
防

接
種
に
つ
い
て

■内容　同じ思いを抱えている人が
集まり、自分の体験や思いを心おき
なく、ありのままに話し合います。( そ
の場にいるだけでも、聴くだけでも
かまいません。)
■日時　10 月 23 日土
午後１時 30 分～午後３時 30 分
■場所　県立精神保健福祉センター
( 青森市三内字沢部 353-92)
■問い合わせ・申込先　
精神保健センター　 中村・山田・鈴
木　　℡ 017（787）3951

マタニティ教室参加者募集
■内容　妊娠中の体、母乳栄養につ
いての学習、マタニティメニューの調理
実習
■場所　保健相談センター
■日時　10 月 27 日水
午前 10 時 30 分～午後 1 時
■持ち物　母子手帳、エプロン
■申込期限　10 月 21 日木
■申込先　健康課 
℡ 72-2111（内線 148）

国
際
交
流

医
療

健
康

教
育

交
番
だ
よ
り

国
際
交
流

医
療

健
康

教
育

交
番
だ
よ
り自死遺族のつどい

―大切な人を亡くしたあなたへ―
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東
北
電
力
株
式
会
社
三
沢
営

業
所
（
佐
藤
嘉
忠
所
長
）
と
株

式
会
社
ユ
ア
テ
ッ
ク
六
ヶ
所
営

業
所
（
古
川
兼
一
所
長
）
は
８

月
19
日
、
村
へ
青
色
防
犯
灯
４

基
（
設
置
工
事
含
む
）
を
寄
贈

し
ま
し
た
。

　

同
日
村
長
室
で
行
わ
れ
た
寄

贈
式
で
佐
藤
所
長
は
、「
電
気

を
通
じ
て
、
地
域
社
会
の
明
る

い
街
づ
く
り
の
た
め
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
」
と
古
川
健
治
村

長
へ
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

古
川
村
長
は
「
明
る
く
豊
か
な

街
づ
く
り
に
活
用
し
ま
す
」
と

感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

両
社
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
防
犯

灯
は
、
本
年
度
で
３
２
４
基
に

な
り
ま
し
た
。
本
年
度
分
の
防

犯
灯
は
千
歳
平
地
区
に
設
置
さ

れ
ま
す
。

　

株
式
会
社
永
木
精
機
（
永
木

孝
幸
代
表
取
締
役
社
長
）
は
９

月
８
日
、
福
祉
の
向
上
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
村
へ
現
金
を
寄

付
し
ま
し
た
。

　

同
日
村
長
室
で
行
わ
れ
た
寄

贈
式
で
永
木
社
長
は
「
操
業
20

周
年
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
。
村

民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
向
上
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
古
川
村

長
に
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

古
川
村
長
は
「
寄
付
の
目
的
に

沿
っ
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

同
社
か
ら
は
平
成
15
年
（
操

業
15
周
年
記
念
）、
19
年
（
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
益

金
）
に
も
福
祉
の
向
上
の
た
め

に
と
寄
付
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
第
６
回
六
ヶ
所
村
太
平
洋
沿

岸
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」
が

９
月
４
日
に
実
施
さ
れ
、
参
加

者
２
７
０
人
が
尾
駮
沼
河
口
か

ら
老
部
川
河
口
ま
で
の
約
３
㌔

の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
一
般
参
加
者
の
ほ

か
地
元
の
町
内
会
を
は
じ
め
と

し
た
村
内
各
自
治
会
、
六
ヶ
所

村
産
業
協
議
会
（
橋
本
良
春
会

長
、
会
員
69
団
体
）
や
家
庭
ご

み
収
集
委
託
業
者
な
ど
が
協

力
。
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
４
台
、

ク
ロ
ー
ラ
ダ
ン
プ
１
台
、
ゴ
ミ

収
集
車
３
台
が
８
ト
ン
も
の
ゴ

ミ
を
回
収
し
ま
し
た
。
漂
着
ご

み
や
空
き
缶
な
ど
で
汚
れ
て
い

た
海
岸
が
見
違
え
る
ほ
ど
に
な

り
ま
し
た
。

　

主
催
し
た
村
や
村
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
担
当
者
は
「
参
加

者
の
皆
さ
ん
に
深
く
感
謝
。
今

後
と
も
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
民
参
加
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
六
ヶ
所
～
む
つ
～
大
間
―

人
・
街
・
原
子
力
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
六
ヶ
所
村
読
書
愛

好
会
、
む
つ
市
女
性
団
体
連
絡

協
議
会
と
大
間
町
読
書
サ
ー
ク

ル
の
３
団
体
が
一
般
市
民
を
交

え
て
女
性
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
人
は
六

ヶ
所
村
読
書
愛
好
会
事
務
局

（
伊
藤
夏
子
☎
０
１
７
５
（
72
）

２
９
１
７
）
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
21
日
木
午
後
１

時
～
午
後
３
時

■
場
所　

む
つ
市
来
さ
ま
い
館

１
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
Ｂ

■
申
込
期
限　

10
月
15
日
金

　

　

総
務
省
は
、
経
済
的
な
理
由

な
ど
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

移
行
す
る
こ
と
が
難
し
い
世
帯

に
対
し
、
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー

（
１
台
）
の
無
償
給
付
な
ど
の

支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

❶
支
援
の
対
象

　

生
活
保
護
世
帯
や
、
障
が
い

者
非
課
税
世
帯
な
ど
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
送
受
信
料
が
全
額
免
除
に
な

っ
て
い
る
世
帯
で
す

❷
支
援
の
内
容

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
の

た
め
の
「
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー

（
１
台
）」
の
無
償
給
付
を
行
い

ま
す
。
必
要
に
応
じ
た
ア
ン
テ

ナ
改
修
な
ど
、
共
同
受
信
施
設

や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
改
修
経

費
の
支
援
を
行
い
ま
す

❸
支
援
の
申
込
受
付
期
間

　

平
成
22
年
４
月
19
日
～
12
月

28
日
（
消
印
有
効
）

　

天
候
不
順
な
ど
の
理
由
で
支

援
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
支
援
を
希
望
す
る
人
は
受

付
期
限
に
か
か
わ
ら
ず
早
め
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
23
年

　８月の農業委員会定例総会が
８月 19 日、役場分庁舎３階大
会議室にて開催され、下記案件
が原案通り議決・承認されまし
た。
■議案第 25 号　農地法第 3 条
の規定による許可申請について

３件　10,976㎡
■議案第 26 号　農地法第 5 条
の規定による許可申請について

　　　１件　118㎡
■議案第 27 号　農用地利用集
積計画（案）について

５件　537,614㎡

＊総会の傍聴・会議録の縦覧ができます。

問農業委員会　
☎ 0175(72)2111（内 271 ～ 273）

度
の
支
援
は
現
在
未
定
で
す
。

問
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
０
５
７
０
―
０
３
３
８
４
０

Fax
０
４
４
（
９
６
６
）
８
７
１
９

右
記
の
電
話
番
号
が
つ
な
が
ら

な
い
場
合
は　

☎
０
４
４
（
９
６
９
）
５
４
２
５

平
日
午
前
９
時
～
午
後
９
時
、
土

日
祝
日
午
前
９
時
～
午
後
６
時

　

総
務
省
デ
ジ
サ
ポ
青
森
は
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る

疑
問
に
答
え
る
「
地
デ
ジ
相
談

会
」
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま

す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い

て
疑
問
の
あ
る
人
は
、
気
軽
に

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
28
日
木
～
29
日

金
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
所　

中
央
公
民
館
１
階
談

話
室

問
総
務
省
青
森
県
テ
レ
ビ
受
信

者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ

青
森
）

☎
０
１
７
（
７
２
２
）
１
８
３
１

六
ヶ
所
村
役
場　

情
報
政
策
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
１
５
２

　

環
境
科
学
技
術
研
究
所
の
研

究
内
容
や
結
果
に
つ
い
て
、
六

ヶ
所
村
の
皆
さ
ま
に
分
か
り
や

す
く
報
告
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
内
容

農業委員会だより

①
環
境
中
で
の
放
射
性
物
質
の

動
き
を
調
べ
る

②
低
線
量
率
放
射
線
の
生
物
影

響
―
マ
ウ
ス
を
使
っ
た
実
験
研

究
―

■
日
時　

10
月
７
日
木
午
後
１

時
30
分
～
午
後
４
時
（
開
場
午

後
１
時
か
ら
）　

■
場
所　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」
大
会
議
室

■
申
込
方
法
・
申
込
先

住
所
、
氏
名
を
記
入
の
上
、
は

が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〒
０
３
９
―
３
２
１
２　

六
ヶ

所
村
尾
駮
家
ノ
前
１
―
７

㈶
環
境
科
学
技
術
研
究
所　

広

報
研
究
情
報
室

☎
０
１
７
５
（
71
）
１
２
４
０

Fax
０
１
７
５
（
71
）
１
２
７
０

E-m
ail

：kanken@
aom

ori-
hb.jp
H

P 

： http://w
w

w
.aom

ori-
hb.jp/

　

10
月
２
日
土

宝
く
じ
文
化

公
演
「
東
儀

秀
樹
×
古
澤

巌
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｒ

２
０
１
０
」
の

チ
ケ
ッ
ト
は
完

売
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
日
券
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
「
ス
ワ
ニ

ー
」

☎
０
１
７
５
（
72
）
３
４
０
０

 　

青
森
山
田
高
校
の
体
操
部

員
に
よ
る
体
操
演
技
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

国
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

演
技
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
18
日
月
午
後
１

時
30
分
～
３
時

■
対
象　

一
般
村
民

■
場
所　

大
石
総
合
運
動
公
園

総
合
体
育
館

■
入
場
料　

無
料

■
座
席　

２
階
観
覧
席（
児
童
・

生
徒
の
席
を
除
く
）

＊
ス
リ
ッ
パ
な
ど
の
内
ば
き
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い

問
尾
駮
小
学
校

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
０
１
６

ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
六
ヶ
所
～
む
つ
～
大

間
―
人
・
街
・
原
子
力
」

参
加
者
募
集

「
地
デ
ジ
」
の
疑
問
に

お
答
え
し
ま
す

太
平
洋
沿
岸
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦

明
る
い
街
づ
く
り
に
役

立
て
て

東
北
電
力
と
ユ
ア
テ
ッ
ク
が
青

色
防
犯
灯
寄
贈

「
東
儀
秀
樹
×
古
澤
巌
Ｔ

Ｏ
Ｕ
Ｒ
２
０
１
０
」
チ

ケ
ッ
ト
完
売

（左から）古川ユアテック六ヶ所所長、古川
村長、佐藤東北電力三沢所長

福
祉
向
上
に
役
立
て
て

㈱
永
木
精
機
が
村
へ
寄
付

古川村長に目録を手渡す永木社長（中）と同
席した永木康司取締役会長（右）

尾駮の海岸でごみを拾う参加者たち

　総務大臣任命の調査員が、９
月下旬から世帯を訪問して調査
票の記入と提出のお願いをして
います。
　調査員への調査票の提出は、
10 月 7 日木までですので、ま
だ記入の済んでいない人は、調
査票の記入にご協力をお願いし
ます。

　マンション管理会社に対する
かたり調査（未遂）とみられる
事例が報告されました。
　国勢調査員は「国勢調査員証」
を首から提げ、『国勢調査従事
者用腕章』を身につけています。
　また、電話による調査活動は
行っていませんので、不審に思
われた場合は、役場企画調整課
の国勢調査担当まで問い合わせ
てください。

問企画調整課　髙山
☎ 0175(72)2111（内線 355）

『国勢調査』調査票の
記入はお済みですか

国勢調査を装った
「かたり」調査に注意！

地
デ
ジ
放
送
受
信
の
簡

易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無

償
給
付
な
ど
を
支
援
し

ま
す

調
査
研
究
活
動
報
告
会

「
放
射
線
の
影
響
を
探
る

４
」を
開
催（
参
加
無
料
）

青
森
山
田
高
校
体
操
演

技
会
を
開
催

 Rokkasho News and Information
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高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家

族
の
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
家
族
介
護

者
交
流
事
業
を
行
い
ま
す
。
多
数

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
程　

10
月
30
日
土

■
行
程　

八
戸
方
面

■
定
員　

在
宅
で
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
家
族
約
25
人

問
た
も
ぎ
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
５
（
71
）
３
３
１
１

六
ヶ
所
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
５
（
72
）
３
８
８
６

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
尚
祐
の
里

☎
０
１
７
５
（
77
）
２
０
４
０

■
実
施
期
間　

10
月
18
日
月
～ 

24
日
日

【
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
】

○
３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

○
４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

②
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る

注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

○
消
火
器
・
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
訪
問
販
売
・
点
検
に
要
注
意
！

　

各
地
で
不
適
正
な
点
検
や
高
額

請
求
の
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す

【
ト
ラ
ブ
ル
防
止
ポ
イ
ン
ト
】

・
身
分
証
明
書
な
ど
の
提
示
を

求
め
る
こ
と

・
は
っ
き
り
と
点
検
を
拒
否
す
る

・
安
易
に
承
諾
・
契
約
書
な
ど

に
ハ
ン
コ
を
押
さ
な
い

　

幼
児
期
は
人
間
の
基
礎
部
分

を
培
う
大
事
な
時
期
で
す
。

　

幼
稚
園
は
「
子
ど
も
が
初
め

て
出
会
う
学
校
」
で
あ
り
、
遊

び
を
と
お
し
て
、
人
間
性
を
豊

か
に
は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
的
と

し
た
教
育
の
場
。
子
ど
も
の
発

育
・
発
達
を
踏
ま
え
、
楽
し
い

集
団
生
活
の
中
で
一
人
一
人
の

良
さ
や
可
能
性
を
伸
ば
し
て
い

く
と
こ
ろ
で
す
。

　

幼
稚
園
と
手
を
携
え
て
、
お

子
さ
ん
た
ち
を
育
て
て
い
き
ま

せ
ん
か
。

■
募
集
人
数

○
３
年
保
育　

満
３
歳
児
（
平

成
19
年
４
月
２
日
～
20
年
４
月

１
日
生
）　　
　
　
　
　

 

35
人

○
２
年
保
育　

満
４
歳
児
（
18

年
４
月
２
日
～
17
年
４
月
１
日

生
）　　
　

     　
　
　
　

15
人

○
１
年
保
育　

満
５
歳
児
（
17

年
４
月
２
日
～
18
年
４
月
１
日

生
）　　
　
　
　
　
　

 　

18
人

■
入
園
案
内
お
よ
び
願
書
配
布

10
月
15
日
金
か
ら

問
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
幼
稚
園　

☎
０
１
７
５
（
71
）
１
１
３
３

　

国
民
年
金
の
加
入
中
な
ど
に

初
診
日
が
あ
る
病
気
や
ケ
ガ
な

ど
で
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
と

き
、
障
害
認
定
日
（
初
診
日
か

ら
１
年
６
カ
月
を
経
過
し
た
日

ま
た
は
そ
の
期
間
内
に
症
状
が

固
定
し
た
日
）
が
障
害
等
級
の

１
級
ま
た
は
２
級
に
該
当
し
た

場
合
は
、
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
初
診
日
の
前
日
に

お
い
て
、
初
診
日
の
属
す
る
月

の
前
々
月
ま
で
の
被
保
険
者
期

間
の
う
ち
、
保
険
料
納
付
済
み

機
関
と
免
除
期
間
（
若
年
者
納

付
猶
予
期
間
・
学
生
納
付
特
例

期
間
を
含
む
）
を
合
わ
せ
た
期

間
が
３
分
の
２
以
上
必
要
で

す
。（
初
診
日
が
平
成
28
年
３

月
31
日
以
前
に
あ
る
と
き
は
、

特
例
と
し
て
初
診
日
の
前
々
月

ま
で
の
直
近
の
１
年
間
に
保
険

料
の
未
納
が
な
け
れ
ば
よ
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。）

　

な
お
、
20
歳
前
に
初
診
日
の

あ
る
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
っ
て
障

害
の
状
態
に
な
っ
た
人
は
、
障

害
等
級
の
１
級
ま
た
は
２
級
に

該
当
す
れ
ば
20
歳
か
ら
（
障
害

認
定
日
が
20
歳
以
後
の
場
合

は
、
障
害
認
定
日
か
ら
）
受
給

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
場

合
本
人
に
一
定
額
以
上
の
所
得

や
他
年
金
の
受
給
が
あ
る
場

合
、
支
給
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
１
４
９

　

仕
事
の
都
合
な
ど
で
日
中
に

役
場
で
の
納
税
相
談
が
困
難
な

人
を
対
象
に
、
次
の
日
程
で
夜

間
納
税
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

納
税
の
こ
と
で
お
悩
み
の
人
は

気
軽
に
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
５
日
火
～
７
日

木
（
３
日
間
）

午
後
５
時
～
午
後
８
時

■
会
場　

役
場
分
庁
舎
１
階　

税
務
課

問
税
務
課　

徴
収
係　

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
１
２
３
～
１
２
４

■
納
め
る
人

　

県
か
ら
軽
油
引
取
税
の
特
別

徴
収
義
務
者
と
し
て
指
定
を
受

け
た
特
約
業
者
ま
た
は
元
売
業

者
が
軽
油
を
販
売
す
る
際
は
、

軽
油
代
金
と
合
わ
せ
て
軽
油
引

取
税
を
受
け
取
り
、
県
に
申
告

納
入
し
ま
す
。

　

軽
油
の
購
入
代
金
に
は
、
す
で

に
税
金
相
当
分
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
の
で
、
実
質
的
に
は
消
費
者
が

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
灯
油
や
重
油
な
ど
を

自
動
車
の
燃
料
と
し
て
販
売
・

消
費
し
た
場
合
、
灯
油
や
重
油

な
ど
を
混
和
し
て
不
正
軽
油
を

製
造
し
販
売
・
消
費
し
た
場
合

に
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

■
納
め
る
額　

軽
油
１
リ
ッ
ト

ル
に
つ
き
32
円
10
銭
で
す
。

＊
不
正
軽
油
を
製
造
し
販
売
・

消
費
す
る
こ
と
は
脱
税
で
す
。

　

不
正
軽
油
は
「
ゼ
ッ
タ
イ　

買
わ
な
い　

使
わ
な
い
」
で
く

だ
さ
い
。

家
族
介
護
者
交
流
事
業

参
加
者
募
集

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
幼
稚
園

園
児
募
集

　

文
化
と
芸
能
の
祭
典
「
第
35

回
村
民
文
化
祭
」
を
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
多
数
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
内
容　

作
品
展
示
、
音
楽
・

芸
能
発
表
、生
涯
学
習
講
演
会
、

健
康
展
ほ
か

■
日
時

10
月
31
日
日
～
11
月
１
日
月

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
場
所　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」

　

各
種
サ
ー
ク
ル
（
個
人
）
な

ど
の
作
品
を
出
展
し
ま
せ
ん

か
。
申
し
込
み
は
左
記
へ
。

問
中
央
公
民
館　

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
５
１
２
～
５
１
５

村
文
化
協
会
事
務
局

☎
０
１
７
５
（
72
）
３
４
０
０

問
上
北
地
域
県
民
局
県
税
部　

課
税
課

☎
０
１
７
６
（
22
）
８
１
１
１

内
線
２
０
７
、２
０
８

　

郷
土
大
学
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
内
容　

そ
ば
打
ち
体
験

■
開
催
日

○
１
回
目　

11
月
12
日
金

○
２
回
目　

12
月
１
日
水

■
時
間　

午
後
６
時
～
８
時

■
場
所　

戸
鎖
地
区
水
車
小
屋

「
い
っ
こ
庵
」

＊
バ
ス
を
利
用
す
る
人
は
、
午
後
５

時
30
分
に
中
央
公
民
館
集
合

■
費
用　

８
０
０
円（
５
０
０
㌘
）

■
持
ち
物　

大
き
め
の
タ
ッ

パ
、
ボ
ウ
ル
、
エ
プ
ロ
ン
、
タ

オ
ル
２
本

※
参
加
申
込
を
し
た
人
で
当
日
参
加

で
き
な
い
場
合
は
必
ず
連
絡
し
て
く

だ
さ
い

■
申
込
先　

社
会
教
育
課　

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
５
１
５

Fax
０
１
７
５
（
72
）
２
２
４
６

　

本
年
度
も
ナ
イ
タ
ー
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
チ
ー
ム

は
、
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
参
加
資
格　

村
在
住
者
ま
た

は
勤
務
者

■
開
催
期
間　

10
月
下
旬
～
12

月
上
旬

問
総
合
体
育
館　

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
９
１

　

軽
油
引
取
税
の

制
度
に
つ
い
て

ご
存
知
で
す
か

障
害
基
礎
年
金

「
郷
土
大
学
」

受
講
生
募
集

入札結果を公表します
（平成 22 年 8・9 月分）

事業名 落札業者名 契約額（税込み）
北部処理区管渠第 88 号工事 ㈲晴和工業 1664 万 2500 円
庄内第 4 地区農道整備工事 ㈲三浦総建 672 万円
二又地区農業用排水路転落防止柵等改修工事 村畑建設 246 万 7500 円
教育用パソコン導入（小学校分） ㈲赤沼商版 357 万円
教育用パソコン導入（中学校分） ㈲赤沼商版 178 万 5000 円
印刷機購入事業 ㈲赤沼商版 78 万 7500 円
教育委員会管理施設ボイラーばい煙濃度測定業務 エヌエス環境㈱青森支店 66 万 1500 円
教育委員会管理施設暖房機保守点検業務委託 髙田プラント㈱ 229 万 4250 円
旧有線柱撤去工事 橋本電業 211 万 500 円
川原南 5 号線改良舗装工事 ㈲瀬川建設 3420 万 9000 円
村ノ内 1 号線外１改良舗装工事（1 工区） ㈲浜飯組 715 万 6800 円
村ノ内 1 号線外１改良舗装工事（２工区） ㈲浜飯組 695 万 5200 円
泊地区ふれあいセンター環境整備工事 ㈲丸兆組 423 万 1500 円
防災行政用無線保守点検業務委託 扶桑電通㈱青森営業所 101 万 8500 円
尾駮東 2 号線実施設計業務委託 ㈱日測コンサルタント 987 万円
村ノ内 1 号線外１改良舗装工事施工監理業務 ㈱そうほく設計 101 万 8500 円
川原南 5 号線改良舗装工事施工監理業務委託 ㈱出雲 149 万 1000 円
泊地区製氷貯氷施設基本設計業務委託 ㈱センク 21 青森営業所 345 万 9750 円
レイクタウン北住宅建築工事 柏崎建設㈲ 2681 万 7000 円

「
消
し
た
か
な
」　

あ
な

た
を
守
る　

合
言
葉

秋
の
火
災
予
防
運
動

問財政課　☎ 0175（72）2111　内線 244

第
34
回
ナ
イ
タ
ー
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
参
加
チ
ー
ム

募
集

村
民
文
化
祭
を
開
催

し
ま
す

夜
間
納
税
相
談
を

実
施
し
ま
す

六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

杉
すぎやま

山　　楓
かえで

（一仁）尾駮レイクタウン
番

ばんち

地　亮
りょうた

太（一也）千歳平
平
ひらごおり

郡　瑛
えいと

飛（哉）　　平沼
小

おがさわら

笠原かりん（太一）野附
村

むらき

木みなせ（重幸）睦栄
一

いちのへ

戸　沙
さら

來（雅俊）尾駮浜
上

うえの

野　唯
ただすけ

介（貴寿）尾駮レイクタウン
甲

かっち

地　琉
りゅうが

雅（学）　　尾駮レイクタウン
木

きむら

村　匡
ただひと

仁（幸仁）泊
髙

たかや

谷　葵
あおい

衣（広幸）尾駮レイクタウン
東

ひがしの

野　日
にこ

胡（知行）尾駮レイクタウン
舘

たてはな

花　莉
りせ

星（貴寿）泊
田

たなか

中　結
ゆいり

理（真也）千歳平
千

ちば

葉　詩
うたな

奈（純平）老部川
水

みと

戸　大
たいが

翔（一也）泊

六ヶ所村の人口
（8 月 31 日現在）

区分 人口 前月比
男 5,954 － 1
女 5,273 － 16
計 11,227 － 17

世帯数 4,477 ＋ 15

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

橋本　竜行　　（平沼）
木村　幸子　　（東通村）
能登　雅之　　（泊）　
鶴ヶ崎有妃　　（老部川）

ご結婚おめでとう

お悔やみ申し上げます
上長根キヌヱ　79 才（千歳平）
沼端光次郎　　74 才（端）
坂上　ノブ　　84 才（戸鎖）
鈴木　豊　　　92 才（泊）
髙橋　ヨコ　　92 才（尾駮）
五十嵐若子　　87 才（庄内）
松下　キヨ　　81 才（泊）
櫻井　ヒテ　　93 才（笹崎）
米内　幸蔵　　76 才（泊）
佐藤　達也　　77 才（千歳平）
橋本喜太郎　　93 才（平沼）
中村　たけ　　94 才（泊）
加藤　ふみ　　94 才（東京都）
櫻井　清三　　57 才（千歳）
8 月届け出分。届け出時に、本誌への掲
載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 0175-72-2111（内線 116）

戸籍の窓

Information Square
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村
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎

と
な
る
人
材
育
成
と
産
業
振

興
を
図
る
事
業
な
ど
を
推
進

す
る
た
め
の
〝
事
業
実
行
部

隊
〟
と
し
て
、
幅
広
い
活
動

を
続
け
る
六
ヶ
所
村
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
実
行
委
員
会

（
小
林
登
亜
輝
委
員
長
、
委

員
10
人
）。

　

委
員
は
会
社
員
や
団
体
職

員
、
自
営
業
、
主
婦
な
ど
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
多
彩
な

視
点
で
六
ヶ
所
の
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
る
。

　

設
立
は
平
成
２
年
。『
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
』

こ
と
を
基
本
理
念
に
、
幅
広

い
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

毎
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

た
の
し
む
べ
！
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
な
ど
村
の
イ
ベ
ン
ト
や
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
な
ど
村
の

事
業
へ
積
極
的
に
協
力
。

　

馬
と
関
わ
り
の
深
い
村
の

歴
史
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
児

童
生
徒
を
対
象
に
尾
駮
の
駒

歴
史
講
演
会
を
開
催
し
た

り
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
意
見

を
幅
広
く
募
る
ま
ち
づ
く
り

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
村
へ

提
言
。
倉
内
地
区
で
毎
年
開

か
れ
て
い
る
『
湖
畔
の
収
穫

祭
』
も
実
行
委
員
が
開
催
の

き
っ
か
け
を
つ
く
り
、
地
域

に
引
き
継
が
れ
た
も
の
。
地

域
の
人
た
ち
が
収
穫
の
喜
び

を
分
か
ち
合
う
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
か
か
せ
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
活
動
は

実
に
多
彩
。

　

村
ま
ち
協
の
浦
田
一
二
三

事
務
局
長
は
「
委
員
の
皆
さ
ん

は
仕
事
を
持
っ
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
事
業
に
と
て
も
協

力
的
。
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
村
の
発
展
の
た
め

に
知
恵
を
出
し
合
い
協
力
し

て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

　

現
在
、
実
行
委
員
は
昨
年

の
村
１
２
０
周
年
記
念
事
業

で
募
っ
た
「
村
民
ひ
と
り
１

ア
イ
デ
ア
」
グ
ラ
ン
プ
リ

「
地
産
地
消
」、
準
グ
ラ
ン
プ

リ
「
産
直
」
の
提
案
を
受
け
、

村
内
で
の
実
現
の
可
能
性
を

探
る
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　

小
林
委
員
長
は
「
６
月
に

村
内
で
開
か
れ
て
い
る
朝
市

を
見
学
。
そ
こ
で
、
主
催
者

の
方
が
、
採
算
を
度
外
視
し

て
も
村
の
特
産
物
を
広
め
た

い
、
と
言
っ
た
そ
の
姿
勢
に

感
動
し
ま
し
た
。
も
し
産
直

施
設
が
出
来
た
と
し
て
も
、

継
続
で
き
な
く
て
は
意
味
が

な
い
。
場
所
や
規
模
、
交
通

事
情
、
施
設
の
維
持
・
活
用

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
結
果

を
ま
と
め
、
村
に
提
言
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
意

欲
的
に
話
す
。

　

９
月
に
行
わ
れ
た
実
行
委

員
会
で
も
話
題
は
道
の
駅
。

「
六
ヶ
所
に
来
た
ら
こ
ん
な

特
産
品
が
買
え
る
と
い
う
特

徴
が
必
要
」、「
生
産
者
の
商

品
の
流
れ
は
？
」
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
で
意
見
を
出
し

合
っ
た
。
11
月
に
村
内
で
朝

市
を
や
っ
て
み
た
ら
ど
う
か

と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
た
。

調
査
事
業
の
一
環
だ
が
、
人

出
や
需
要
を
調
査
し
、
産
直

実
現
へ
の
は
ず
み
を
つ
け
た

い
考
え
だ
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く

り
」
と
話
す
小
林
委
員
長
。

「
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
集
ま
る

村
の
特
性
を
生
か
し
、
村
民

の
皆
さ
ん
が
も
っ
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
場
所

を
提
供
し
た
い
で
す
ね
。
人

か
ら
受
け
る
刺
激
や
情
報
は

人
材
育
成
＝
人
づ
く
り
に
つ

な
が
り
ま
す
か
ら
」
と
力
を

込
め
た
。

実行委員の皆さん

村
の
特
性
生
か
し
た
、
ま
ち
＝
人
づ
く
り
目
指
す

六
ヶ
所
村
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
実
行
委
員
会

住
み
よ
い
六
ヶ
所
を
目
指
し
、

幅
広
い
活
動
を
展
開
す
る
、
ま
ち
協
実
行
委
員
。

多
彩
な
視
点
で
村
を
見
つ
め
、

『
六
ヶ
所
の
ま
ち
づ
く
り
』
を
考
え
続
け
る
。

月１回開かれる定例会では、積極的に自由
な意見を出し合いまちづくりのヒントを探る

小林委員長

      六ヶ所村民図書館新刊案内
     問 0175(72)3405   

http://www.rokkasho-tosho.jp/

図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。
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Corner
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頑張る六ヶ所の人たちの
ホットな情報を紹介

日・曜 行事名 時　間 場　所

1 金 複合健診（社保等被扶養者健診） 受付  ７:00 ～  ９:00 千 歳 平 体 育 館

2 土
子ども会駅伝競走大会 10：00 ～ 大石総合運動公園

東儀秀樹×古澤巌　TOUR2010　15：30 ～ /15：00 開演 ス ワ ニ ー

3 日 秋季歩け歩け運動 大石総合運動公園 む つ 市 奥 薬 研

4 月 スワニー、郷土館、図書館休館日

5 火
６カ月児健診 受付  ９:30 ～  ９:45 保健相談センター

１歳６カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

6 水
7 木

8 金
カンガルー教室〈抱っこ法〉 受付  ９:30 ～ 10:00 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

9 土
10 日
11 月 仙台フィルハーモニー管弦楽団コンサート 14：30 ～（14：00 開演） ス ワ ニ ー

12 火
スワニー、郷土館、図書館休館日

１歳児健診 受付  ９:30 ～  ９:45 保健相談センター

４カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

13 水
栄養教室 9：30 ～ 12：00 保健相談センター

図書館おはなし会〈3 ～ 6 歳向け〉 14：40 ～ 図 書 館

14 木
複合健診 受付  ７:00 ～  ９:00 千 歳 平 体 育 館

３B 体操教室 10：00 ～ 11:30 ス ワ ニ ー

図書館おはなし会〈0 ～ 3 歳向け〉 10：30 ～ 図 書 館

15 金 複合健診〈社保等被扶養者健診〉 受付  ７:00 ～  ９:00 千 歳 平 体 育 館
16 土
17 日 第 24 回上十三地区地域スポーツフェスティバル 8：30 ～ 大石総合運動公園、泊小

18 月
スワニー、郷土館、図書館休館日

５歳児発達相談会 受付 13:15 ～ 13:30 保健相談センター

19 火
20 水
21 木 複合健診 受付  ７:00 ～  ９:00 泊ふれあいセンター

22 金 複合健診〈社保等被扶養者健診〉 受付  ７:00 ～  ９:00 泊ふれあいセンター

23 土
24 日
25 月 スワニー、郷土館、図書館休館日

26 火
ワッ歯ッ歯ッ！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保健相談センター

３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

27 水 マタニティ教室 10：30 ～ 13：00 保健相談センター

28 木
３B 体操教室 10：00 ～ 11：30 保健相談センター

カンガルー教室〈親子ビクス〉 受付  ９:30 ～ 10:00 保健相談センター

ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

29 金
30 土 ろっかしょ産業まつり（～ 10/31） 尾駮漁港特設会場

31 日 村民文化祭、健康展（～ 11/1） ス ワ ニ ー

 村のスケジュール10 月

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

ただ形がいいだけではなれないのが女優脚。
数々の女優の代役を務めてきたパーツモデル
が、程よい緊張感と豊かな表情を持った魅力
溢れる女優脚になるための、16 の心構えと
30 のメソッドを伝授する。

女優脚のつくり方

金子エミ著

「人生、いつだってこれから」 98 歳の詩人、
トヨさんがつむぎ出すみずみずしい言葉の
数々。『産経新聞』の連載「朝の詩」に掲載
された 35 を中心に、平成 15 年から 22 年ま
での作品を集めた処女詩集。

くじけないで

柴田トヨ  著

「冷え＆肩こりをスッキリ」「紫外線に負けな
い肌を作る」「夏バテをリセット」など、毎
月の美容目標に基づいて、夜遅く食べても消
化がよく、栄養もあって美味しいレシピを紹
介する。『美的』連載レシピを中心に単行本化。

「ベジ簡単！」な美的めし

美的編集部　著

医療施設も介護者も足りない現状で、自分と
家族を守るために今すぐやるべきこととは？ 

「認知症の正体は生活習慣病である」と警告
を発してきた老年医学の名医が提唱する、ボ
ケ予防の処方箋。ボケない脳にする頭の体操
付き。

ボケる人、ボケない
人の生活習慣

大友英一　著

暑かった県民駅伝。村の部の優勝は残念ながら果たせませんでしたが、目標に向かう一途さ、懸命さにはいつも頭が下がります○その
姿を撮りながら「頑張って！」と心の中で応援。でもその姿に勇気付けられるのはいつも自分です○取材では、いろんな方面で頑張っ
ている人たちに会うことができます。勉強、スポーツ、仕事、取り組み…話を聞くと、全ての人が生き生きとした素敵な笑顔で話して
くれます○頑張る人たちは、黙っていても周りの人たちに元気や力を与えてくれるのですね（円子）



満月が尾駮沼を照らし、湖面に映る光の帯が情緒を醸します。
平安時代の貴族たちは、浮かぶ月よりも水面に揺れる月の光で歌を詠んだといいます。
夜が更けるにつれ輝きを増す星と月の輝きは、
秋の夜長をきらびやかに彩ります。

伝えたい、六ヶ所の風景。
月の輝き

1_ 尾駮沼を照らす満月。今年の中秋の名月は 9 月 22 日でした
2_ 夕陽を受けて輝くススキ
3_ 夕暮れ色に染まる尾駮沼

（写真提供：鈴木洋光企画調整課長）
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